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那珂川アユ漁獲量調査(平成24年度)

目的

那須岳を水源とし，茨城県ひたちなか市で太平洋に注ぐ

那珂川は，アユの河川別漁獲量が全国第1位を誇っている。

1)豊富な那珂川のアユ資源を今後も継続的に活用するため

には，漁獲の動向を把握した上で適正な漁場運営を行うこ

とが必須である。そこで今年度も引き続き，那岡川におけ

るアユの漁獲状況について調査した。

材料および方法

釣りによる漁獲状況 調査票150枚を栃木県那珂川漁業

協同組合連合会会員4漁協に対し，前年度の賦課金納入者

数に応じて一定割合になるよう配布した。各組合それぞれ

が選定した調査員に対し6月1日の釣り解禁から禁漁まで

の間，釣りを行った日の釣獲尾数(釣果なしも含む)の記

録を依頼した。無記入の調査票は，出漁日数を0として扱

った。回答率は71%で、あった。

投網による漁獲状況調査票 50枚を釣りと同様の方法

で各組合の調査員に配布し，調査を行った(投網は7月 10

日から区間毎に順次解禁される)。回答率は62%で、あった。

釣獲魚の体重 各漁協の組合員各l名に対し6月から 10

月の漁期中に釣行した場所と釣獲したすべてのアユの体

重，下顎側線孔による放流魚，天然魚の判別結果について

記録を依頼し，黒羽 ・湯津上，鳥山，茂木の各地区で釣獲

されたアユの月ごとおよび旬ごとの平均体重と放流魚の

割合を求めた。

結果および考察

釣れ具合・獲れ具合 l人 l日あたりの釣れ具合は 5.2

尾/人/日で，前年 (9.4尾/人/日)の約55%，平年 (10.2尾/

人/日，平成6年から 23年までの平均)の半分程度と大き

く低迷し，調査開始以来最低を記録した(図 1)。月別でも

漁期を通して平年の半分程度で推移した(図2)。この理由

として，今年度は遡上群数が少なく，特に早期遡上群が全

く確認されなかったことや，前年度と同様に8月中旬にエ

ドワジェラ ・イクタノレリ感染症が発生したことが影響した

ものと考えられる。

l人 1日あたりの投網による獲れ具合は0.9kgl人/日で，

前年の38%，平年 (3.1kgl人/日，平成 14年から 23年まで

の平均，以下 「平年(平成 14年以降)Jとする)の30%に

とどまり，釣りよりもさらに低迷した。
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図1 釣れ具合および投網による獲れ具合の推移
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図2 月別釣れ具合の推移

釣獲尾数・漁獲重量 釣獲尾数は84万尾で前年の約 113，

平年 (462万尾)の約 1/5で，調査開始以来最低を記録し

た(図3)。釣獲重量は70tで，前年 (126t)の約55%，平

年 (232t)の約30%と調査開始以来最低を記録した。これ

らの理由としては昨年度と同様，釣れ具合や後述の入漁者

数の低迷が影響したものと考えられる。

投網による漁獲重量は 10.5tで，前年の約 116，平年(平

成 14年以降，146.2t)の7%と，釣りよりも大きく落ち込

み，調査開始以来最低を記録した。
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図3 釣獲尾数・釣獲重量・投網による漁獲重量の推移

釣獲魚の体重 釣獲魚の年間の平均体重は84gで，前年

(64g)の約 1.3倍， 平年 (53g)の約 1.6倍となり，調査
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開始以来最大となった (図4)。旬別では平年と比べ，6月

上旬で、は同程度で、あったものの，その後は急速に大型化し，

7月下旬以降では約2倍の平均体重となった(図 5)。これ ぎ

までの調査から，釣獲魚の体重は遡上群数との聞に負の相

関関係が認められている。めしたがって，今年度の釣獲魚

の体重が大きかった理由と して，天然魚の遡上が少なく生

息密度が低かったことが影響したと考えられる。

n
u
n
u
n
U
 

9

8

7

 
60 

~ 50 

: 40 

30 

20 

10 

。
平成 67 8 9 10111213 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

図4 釣獲魚の体重の推移
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図5 月別の釣獲魚の体重の推移

釣獲魚に占める放流魚の害IJ合 黒羽 ・湯津上地区では 6

月に 85%を占めた(図 6a)。当地区での釣獲魚に占める放

流魚の割合は，例年6月では半分程度を占めるものの，そ

れ以降は 20~30%程度と低くなる。 しかし，今年度は 7 月

から 8 月にかけても 60~70%程度で推移 し，平年よりも釣

獲魚に占める放流魚の割合が高かった。鳥山地区において

も，データが得られた 7 月および 8 月では 30~40%程度で

推移し，平年よりも放流魚の割合が高かった(図 6b)。な

お，茂木地区ではサンプルが十分に集まらなかったため，

今年度は解析できなかった。
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図6 地区および月別の釣獲魚に占める放流魚の割合

入漁者数 釣り入漁者数は約 16万人で前年 (25万人)

の約 65%，平年 (45万人)の約 35%にとどまり，前年度

に続き調査開始以来最低を記録した(図 7)。投網入漁者数

は1.1万人で前年より 1.8万人，平年(平成 14年以降， 4.6 

万人)より 3.5万人少なく，調査開始以来最低を記録した。

これは前年度に引き続き，東日本大震災に伴う福島第 l原

子力発電所の事故による風評の影響に加え，持、期を通した

漁獲の低迷が影響したものと考えられる。
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図7 入漁者数の推移
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(指導環境室)



〔指導環境室〕

那珂川のアユ遡上，放流状況調査 (p4-5)

平成 24年度の那珂川におけるアユの遡上およ

び、放流状況について調査しました。アユの初遡上

日は調査開始以来最も遅い4月25日で，平年より

も20日遅れました。遡上群数は33群で，前年 (56

群)の約 60%、平年 (45群)の約 70%となり，

特に5月13日までは遡上群が全く観察されません

でした。放流状況は，重量が 11.3t，サイズが 8.4g，

尾数が 134万尾でした。

那珂川アユ漁獲量調査 (p6-7)

平成 24年度の那珂川におけるアユの釣りと投

網による漁獲状況について調査しました。平均釣

れ具合は 5.2尾/人/日と調査開始以来最低を記

録し，この理由として遡上群数が少なく，特に早

期遡上群が見られなかったことが影響したものと

考えられました。また，釣獲尾数が 84万尾，釣獲

重量が 70t，釣り入漁者数も 16万人と，これらに

ついても調査開始以来最低を記録しましたが，釣

獲魚の体重は 84gで調査開始以来最大となりまし

た。投網については，平均獲れ具合が0.9kg/人/

日，漁獲重量は 10.5t，入神、者数は1.1万人で，い

ずれも調査開始以来最低を記録しました。

釣れるアユ種苗の作出 (p8)

アユは養殖生産量，放流量，漁獲量等各種の指

標から見て木県水産業の最重要魚種で、す。一般に，

養殖魚は成長性や抗病性などの形質が優れている

事が求められますが，アユは友釣りによる漁獲が

期待される放流用種百としての用途が大半を占め

るので，なわばり形成能力が高い(=友釣りで釣

れる)ことも重要な形質となっています。そこで，

複数の生物種で行動の傾向との関連が指摘されて

いる性格関連遺伝子についてアユ種百生産への利

用可能性を検討しました。その結果，標的とした

遺伝子上には 48個の変異部位があることが確認

されました。今後は、これらの変異とアユの行動

の関係について解析していきます。

渓流資源増大技術開発事業ー遊漁開放期間及び休

漁期間の検討ー (p9-10)

輪番禁漁制の効果と有効な輪番期間について検

証するために，輪番禁漁制が導入されている 2河

川において，イワナ・ヤマメの生息個体数および

生息密度の変化を調査しました。 GLMMを用いた

モデ、ル選択によって禁漁の効果を評価した結果，

ヤマメについては最短で 1年間，一河川のイワナ

については2年間の短期的な禁漁によって遊漁対

象サイズの資源増加が認められました。しかし，

禁漁期間で、あっても，渓流魚の資源量は降水量な

どの環境条件によって変動することから，実際に

輪番禁漁制を導入するにあたっては， 2年以上の

禁漁期間を設定し，資源の増加が確認できた場合

にのみ 1年間解禁する方法が妥当であると考えら

れます。

渓流資源増大技術開発事業ーニッコウイワナ在来

個体群保全管理研究ー (p11-12)

ニツコウイワナ在来個体群存続の可能性を検

討するために，有効集団サイズの推定値に基づ

く遺伝的多様性の減少予測を行いました。 A沢

の堰堤に挟まれた 5区間で5年間にわたり有効

集団サイズを算出したところ 4.5-56.6と推定さ

れました。これらの値に基づき，遺伝的多様性

の低下予測を行ったところ， 30世代後には各区

間で現状の 18.8-71.1%に低下すると予測されま

した。一方，全区間の間に移動阻害が無く，全

体が一つの繁殖集団だと仮定した場合は， 30世

代後も現状の 89.9%の遺伝的多様性が残ると予

測されました。

農業水路における魚類の産卵・生育環境の把握

(p13-14) 

水田水域で魚類の産卵・生育場を造成する手法

の確立に必要な情報を得るため，ヒガシシマドジ

ョウの農業水路や河川における産卵・成育環境を

調査しました。その結果，本種の卵や仔稚魚は護

岸化されていない農業水路や河川内のワンドや分

流部で多くが確認され この理由として周囲より

も流速が遅く，水温が高いためと考えられました。

一方で，護岸化された水路で、は卵や仔稚魚が確

認されませんでしたが，ワンドや分流を設けるこ

とにより，本種の産卵・成育環境に適した環境を

再現できる可能性が考えられました。
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